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解
答
例

資
料
を
も
と
に
し
て
話
し
合
う

組

番

氏
名

〈
健
康
な
生
活
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
〉

学
級
の
保
健
委
員
長
の
果
菜
子
さ
ん
は
、
来
月
開
催
さ
れ
る
学
年
集
会
に
お
い
て
健
康
な
生
活
を
啓
発

す
る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
の
話
し
合
い
を
学
級
の
保
健
委
員
と
行
い

ま
し
た
。
次
の
資
料
１
、
資
料
２
及
び
話
し
合
い
の
様
子
（
一
部
）
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ

い
。資

料
１

資
料
２

宮崎県における生活習慣病対策の方向性

○ 県では科学的根拠に基づき、栄養、運動、休養、

喫煙、飲酒、歯などの生活習慣の改善に関する目標

値を定め、全国の結果を上回っている肥満者率をは

じめとするメタボリックシンドローム（内臓脂肪症

候群）の減少やがんのリスク低減などを目標とした

施策を進めます。

○ メタボリックシンドロームは、高血糖、高血圧脂

質異常の状態が重なり、喫煙習慣とあわせ心臓疾患

や脳血管疾患などの発症リスクが大きい疾患です。

健康診断やがん検診の受診を勧め、早期発見を推進

するとともに、運動や食生活を中心とした生活習慣

の改善によるがんや循環器疾患などの発症予防を図

ります。

○ 今後は、生涯にわたるスポーツやレクリエーショ

ンの普及をとおした運動習慣の定着及び「食事バラ

ンスガイド」の普及を推進するなど、予防に対する

理解を深めていくことが重要です。

○ 特に、生活習慣病の予防の徹底は、健康寿命を延

ばし、医療費の適正化にもつながることから、小児

期から適切な生活習慣を身につけるための普及・啓

発などに、積極的に取り組むことが重要です。

○ 健康に関心のある人の健康づくりの支援にとどま

らず健康に関心のない人や、生活習慣病の「予備

群」でありながら自覚していない人に対して、「予

防」の重要性や生涯にわたる個人の健康や生活の質

の向上につながるよう、社会全体として支える環境

の整備が必要です。

※「健康みやざき行動計画２１（第２次）」より一部改変

宮崎県における栄養・食生活の課題

● 野菜平均摂取量は、241ｇと一

日に必要とされる350ｇに達して

いない。約9割の人の野菜摂取量

が不足している。

● 食塩をとりすぎている人の割

合は減少傾向である。しかし、

平均摂取量は男女とも日本人の

食事摂取基準の目標量を超えて

いる。

● 脂肪をとりすぎている人の割

合は4割近くであり、増加傾向で

ある。

● 子どもや高齢者、女性などの

健康維持のために必要なカルシ

ウムや鉄が不足している。

※「健康みやざき行動計画２１（第２次）」

より一部改変



話
し
合
い
の
様
子
（
一
部
）

（
前
略
）

Ａ

と
こ
ろ
で
、
こ
の
資
料
１
を
活
用
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
の
一
部
を
作
成
し
て
発
表
を
し
た
い
の
で

す
が
、
医
療
の
専
門
用
語
は
と
も
か
く
、
ぱ
っ
と
聞
い
て
分
か
ら
な
い
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ｂ

う
ー
ん
そ
う
だ
な
あ
。
そ
う
そ
う
、
こ
の
言
葉
は
何
と
い
う
意
味
か
な
。
一
つ
め
の
○
の
「
が

ん
の
リ
ス
ク
低
減
」
の
「
リ
ス
ク
低
減
」
、
こ
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
分
か
り
づ
ら
い
ね
。

Ｃ

そ
う
だ
ね
。
こ
の
言
葉
に
つ
い
て
は
、
発
表
を
す
る
と
き
に
、
分
か
り
や
す
く
言
い
換
え
よ
う

よ
。
ど
ん
な
言
葉
が
良
い
と
思
う
。

Ｄ

こ
ん
な
言
い
方
は
ど
う
で
す
か
。
「
（

ア

）
」

Ａ

そ
れ
は
い
い
で
す
ね
。
そ
の
言
葉
で
発
表
し
ま
し
ょ
う
。

（
中
略
）

Ａ

次
に
、
資
料
１
の
二
つ
め
の
○
の
五
行
め
に
「
運
動
や
食
生
活
を
中
心
と
し
た
生
活
習
慣
の
改

善
」
と
あ
る
け
ど
、
こ
れ
も
健
康
を
考
え
る
上
で
大
切
な
要
素
で
す
ね
。
特
に
「
食
生
活
を
中
心

と
し
た
生
活
習
慣
の
改
善
」
に
つ
い
て
、
資
料
２
の
課
題
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
皆
を
啓
発
す
る

よ
う
な
内
容
を
入
れ
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、
ど
ん
な
内
容
を
入
れ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
か
。

Ｃ

や
は
り
私
は
、
睡
眠
不
足
の
解
消
を
啓
発
す
る
内
容
を
入
れ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
夜
遅
く

ま
で
、
ゲ
ー
ム
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
夢
中
に
な
っ
て
い
て
翌
日
起
き
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

授
業
中
に
集
中
力
を
欠
い
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

（
後
略
）

（
一
）

ア
に
入
る
適
切
な
言
葉
を
書
き
な
さ
い
。

危
険
性
を
減
ら
す
こ
と

（
二
）

部
に
つ
い
て
は
、
話
し
合
い
の
話
題
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が

提
案
す
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
内
容
を
提
案
し
ま
す
か
。
資
料
２
の
内
容
及
び
あ
な
た
の
生
活

経
験
を
踏
ま
え
て
、
次
の
条
件
に
従
っ
て
書
き
な
さ
い
。

条
件・

八
十
字
以
上
、
百
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

や

は

り

私

は

、

野

菜

摂

取

量

の

不

足

の

解

消

を

啓

発

す

る

内

容

を

入

れ

れ

ば

、

良

い

と

思

い

ま

す

。

自

分

の

食

生

活

を

振

り

返

っ

て

み

て

、

料

理

に

野

菜

が

入

っ

て

い

る

と

完

食

せ

ず

に

残

し

た

り

、

他

の

人

に

あ

げ

た

り

す

る

こ

と

が

あ

る

か

ら

で

す

。

■

■

■

■

■

〈
解
答
の
ポ
イ
ン
ト
〉

「
リ
ス
ク
」
に
は
、
「
危
険
」
「
不
測
可
能
性
」
「
損
失
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
「
低
減
」
に
は
、
「
へ

る
こ
と
」
「
へ
ら
す
こ
と
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
文
脈
か
ら
言
っ
て
「
へ
ら
す
こ
と
」
の
方
が

い
い
で
す
ね
。

〈
解
答
の
ポ
イ
ン
ト
〉

「
資
料
２
」
に
お
け
る
「
野
菜
摂
取
量
不
足
」
、
「
食
塩
摂
取
量
過
多
」
、
「
脂
肪
摂
取
量
過
多
」
、
「
カ
ル
シ
ウ

ム
、
鉄
不
足
」
と
い
っ
た
課
題
に
つ
い
て
、
自
分
の
生
活
経
験
を
か
ら
め
た
話
題
提
示
で
あ
り
、
字
数
制
限

内
で
あ
れ
ば
、
正
解
で
す
。

100字

〈
解
答
例
〉


